
  １　重要な会計方針

   （１）有価証券の評価基準及び評価方法について

　     ア　満期保有目的の債券・・・・償却原価法（定額法）によっている。

　　　　     

　     イ　満期保有目的の債券以外の有価証券

　   　　（ァ）　時価のあるもの・・・・期末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は移

　     　　　　　　　　　　　　　　　　動平均法により算定）によっている。

　   　　（ィ）　時価のないもの・・・・移動平均法による原価法によっている。

   （２）固定資産の減価償却の方法

　什器備品………定額法によっている。

   （３）消費税等の会計処理

     　　　消費税等の会計処理は、税込み方式によっている。

  ２　会計方針の変更

　　　  有りません。

  ３　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

基本財産

　　定期預金

　　普通預金

　　有価証券

合　　計 1,950,019,792 998,791,072 1,091,576,548 1,857,234,316

特定資産計 18,300,831 3,158 0 18,303,989

特定資産

　金利変動等調整財源
　積立預金

18,300,831 3,158 0 18,303,989

基本財産計 1,931,718,961 998,787,914 1,091,576,548 1,838,930,327

400,062,595 348,135,750 652,923,914 95,274,431

1,531,248,866 650,652,164 438,245,134 1,743,655,896

407,500 0 407,500 0

財務諸表に対する注記

但し、重要性の乏しいものは適用していない。

科　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
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  ４　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

 　　　 基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

  ５　担保に供している資産

　　　  有りません。

  ６　固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

　　　　固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

事務所間仕切り 15年

固定ディスク 5年（4年）

5年

サーバー 5年

ノートパソコン 4年

パソコン一式 4年

パソコン一式 4年

パソコン一式 4年

サーバー 5年

ノートパソコン 4年

4年

4年

  ７　保証債務等の偶発債務

130,500

30,600 30,600 153,000

ディスクトップ
パソコン

ディスクトップ
パソコン(２台)

291,600 0 36,450 36,450

26,100 26,100

120,095

696,938

756,000 755,999

0 27,000 27,000 135,000

230,400

192,150 24,018 48,037 72,055

183,600 0

PCA会計ソフト

345,600 28,800 86,400 115,200

162,000

156,600 0

合　　計 6,202,500 3,664,933 621,456 4,286,389 1,916,111

255,150

330,750 330,749 0 330,749 1

1,239,000 232,312 309,750 542,062

0 755,999 1

277,200 27,720 55,440 83,160 194,040

168,000 165,336 1,679 167,015 985

耐用年数
( )は償却年

数

1

備　品

2,100,000 2,099,999 0 2,099,999

科　目 取得価額
前期まで
の償却額

当期
償却額

減価償却
累計額

当期末
残高

特定資産計 18,303,989 (0) (18,303,989) (0)

合　　計 1,857,234,316 (1,834,834,507) (22,399,809) (0)

特定資産

　金利変動等調整財源
　積立預金

18,303,989 (0) (18,303,989) (0)

基本財産計 1,838,930,327 (1,834,834,507) (4,095,820) (0)

　　普通預金 95,274,431 (95,274,431) (0) (0)

　　有価証券 1,743,655,896 (1,739,560,076) (4,095,820) (0)

基本財産

　　定期預金 0 (0) (0) (0)

科　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）
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　　　  有りません。

  ８　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

  　　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

  ９　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

 　　　 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

経常収益への振替額

  10　関連当事者との取引の内容

　　　　該当するものは、有りません。

  11　重要後発事象

  　  　注記するものは、有りません。

  12　その他

　　  　注記するものは、有りません。

  １　基本財産及び特定資産の明細

   　　財務諸表に対する注記の３に記載しているので省略する。

  ２　引当金の明細

(単位：円)

助成事業引当金 6,664,425

基本財産運用益振替額 54,130,424

 合　　 計 54,130,424

附　属　明　細　書

科目
目的使用

期末残高

ほか10件

 合　　 計 1,433,855,896 1,467,104,203 33,248,307

内　　　　　容 金　　　額

平成17年度12回北海道債ほか８件 383,855,896 418,497,203 34,641,307

外国債

18-1ノルウェー地方金融公庫債 1,050,000,000 1,048,607,000 △ 1,393,000

科　　　   目 帳簿価額 時　　価 評価損益

国内債

19,165,025

当期減少額
期首残高 当期増加額

11,200,00014,629,450

その他

0
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